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本的に Pollitt 説を支持し、J.M. Barringer は、上記の






































































































図１ 黒像式キュリクス Niarchos Collection, London
図２ パルテノン・フリーズ東面 E49-56ルーヴル美術館
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図１ 黒像式キュリクス Niarchos Collection, London. (Berger




図３ パルテノン・フリーズ南面 S131-136 大英博物館（撮影
金子亨東京学芸大学教授）
図４ パルテノン・フリーズ東面 E31-34 大英博物館（撮影
金子亨東京学芸大学教授）
図５ パルテノン・フリーズ北面 N13 大英博物館（撮影 金
子亨東京学芸大学教授）
図６ パルテノン・フリーズ北面 N16－19 新アクロポリス美
術館（Brouskari 1997, fig. 85）
図７ パルテノン・フリーズ西面 W15-17 新アクロポリス美
術館（撮影 金子亨東京学芸大学教授）
図８ アケメネス朝ペルシア 大王の浮彫 ペルセポリスCentral
Building, North Doorway, West Jamb. (Miller 1997, fig.
112)
図９ 赤像式レキュトス Museo Archaeologico, Paestum.
(Neils 2001, fig. 131)
図10－11 エウテュディコス奉納のコレー像 新アクロポリス美
術館（撮影 筆者）
（おさだ としひろ）
10 パルテノン・フリーズ
